
【概要】
■材質 ： 樹脂チューブ・フィラメント・ゴム

光ファイバー・ガラス
（対象品 カテーテルなど）

■材径 ： φ０．０３ｍｍ～
（極細線専用となります）

■キズ ： 表面欠陥（凹凸、打痕、付着など）
V溝１０μｍ精度で検出

（表面仕上げ良好であれば数μｍまで）

■その他： ＡＩ搭載可能（オプション）
（ディープラーニング機能で正常/異常を抽出）

極細線微小表面キズ検査装置

【材料表面の微細欠陥を検出】

■レーザ光を被検査材表面に照射し、反射光の受光量変化にて合否判定する。

【特徴】

■ワーク形状に受光部を配置することにより全面検査が可能です。

■受光変化をフィルタ処理していますので、ノイズに強い判定ができます。

■光を反射するものであれば検査ができます。

■ＡＩ搭載版では、学習機能により精度の高い検査が可能になります。

【市場】
■従来、検査が難しいとされていた極細線（φ１ｍｍ以下）の検査。
■医療分野の素材の微小表面欠陥検査。
■目視検査を行っている微小欠陥（数μ～数十μ）の自動検査化。

装置の特徴
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≪検査画面≫

≪電装品≫

≪ヘッド内部≫

≪検査機構部≫

極細線微小表面キズ検査装置

●赤色レーザ光を斜めから

照射させ、その反射光を

受光＋フィルタ処理させ

判定する。

●赤色レーザは断面に四方

配置。受光側も同様に配置。

●受光信号をフィルタ処理し

（Ｂ.Ｐ.Ｆ.） Ｓ／Ｎ向上。

仕組み

装置概要



極細線微小表面キズ検査装置

アプリケーション 例


